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津田 桜子 北里 三郎

渋沢 お金の疑問にパキッと回答、「お金なんでも相談室」。ナビゲーターの渋沢英子です。

北里 北里三郎です。

津田 津田桜子です。

津田 /北里 よろしくお願いします！

渋沢 今日の質問いってみましょう！

北里 視聴者からメールをいただきました。「ニュースで『インフレーション』とか『デフレー
ション』って聞くんですけど、詳しく教えてください」だそうです。

渋沢 では、桜子さん、インフレーションってどういうことかわかりますか？

津田 えっと、確か物価が上がり続けることだったと思います。

渋沢 そうですね。では三郎さん、物価はなぜ上がるかわかりますか？

北里 えっ？　どうして物価が上がるのか……う～ん難しいです。

渋沢 モノやサービスの値段は、需要と供給の関係で上がったり下がったりします。例えば、
人気の商品はみんなが欲しいと思うので、多少値段が上がっても買う人がいますよね。
そうすると、この商品はさらに値段が上がっていきます。これが世の中のさまざまな商
品やサービスで幅広く起こると物価が上昇します。

北里 なるほど！　確かに欲しいものは少し高くても買っちゃうかも。じゃあ、高くても売れ
ちゃうなら、その商品を売っている会社は儲かりますね！

渋沢 そうなんです。さらに、会社が儲かると働いている人たちのお給料も上がるので、世の
中の人々は前より活発に商品やサービスを買うようになります。
すると需要が高まるので、モノの値段がさらに上がり、会社の売上もますます増えると
いう具合に、どんどん経済が活発になっていきます。
このような状況を「景気が良い」といって、好況とか好景気といいます。このようにイ
ンフレーションは好景気の局面で起こりやすい現象です。

北里 おお、好景気最高！

渋沢 景気が良いときは、会社の業績も上向きますので、株価も上がります。

津田 株価って景気の影響も受けるんですね。

渋沢 その通りです。実は、需要が増える以外にもインフレーションになることがあるんですよ。

北里 え～そうなんですか。
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渋沢 先ほどの説明では、需要が供給を上回ることによって、モノの値段が上がりましたが、
需要が増えない場合でも原材料などの値段が上がってしまうことによって、インフレー
ションになってしまうこともあるんです。この場合は、必ずしも景気が良くなるわけでは
ないんです。

津田 インフレーションは、景気が良いときだけ起こるわけではないんですね。
じゃあ、デフレーションはどうして起こるんですか？

渋沢 先ほどのインフレーションの説明のときに、モノやサービスの値段は需要と供給の関係
で上がったり下がったりするって言いましたよね。買いたいと思う人が少なくなると、モ
ノが売れなくなるので、値段は下がっていきます。このようにモノの値段が下がること
をデフレーションといいます。
モノの値段が下がれば、会社も儲からなくなり、業績が悪くなります。

津田 ということは、お給料も下がってしまうんですね。

渋沢 その通りです。お給料が下がると、さらにモノを買う人が少なくなります。そうすると
物の値段はさらに下がって、会社の売上もダウンしていきます。
このような状況を「景気が悪い」といって、不況とか不景気といいます。このようにデ
フレーションは不景気の局面で起こりやすい現象です。
景気が悪いときは、会社の業績が下向きますので、株価も下がります。

津田 デフレーションも景気が悪いときだけ起こるものなんですか？

渋沢 そうとも限りません。先ほどの場合は、需要が供給を下回ることによって、モノの値
段が下がりましたが、需要が減らない場合でも、例えば、技術革新などにより生産コ
ストが低下することで、モノの値段が下がり、デフレーションになることもあるんです。
この場合は、必ずしも景気が悪くなるわけではないんですよ。

津田 そうなんですね。

北里 ところで、不景気ってずっと続くんですか？

渋沢 いいえ。どんどんモノの値段が下がれば、買える人も増えてくるので、またモノの値段
が上がっていき、景気が良くなっていきます。このように景気というものは、良くなった
り悪くなったり変動するんです。景気は、私たちの生活に直接影響しますから、ニュー
スなどで経済の動きをしっかり見ていくことが大切です。

津田 /北里 わかりました！

北里 なるほど、僕が欲しいものを買えないのは、インフレーションだからなのか～。

津田 三郎くんの場合は、無駄遣いしてお金がないだけでしょ！

北里 ぎゃふん！

今日の授業のおさらいだよ。 
・物価は需要と供給の関係などで上がったり下がったりする
・物価が上がり続けることをインフレーション、下がり続けることをデフレーションという
・景気が良いとは物価が上がり、会社の業績も上向き、お給料も上がること
・景気が悪いとは物価が下がり、会社の業績も下向き、お給料も下がること
・景気が良いときは株価が上がりやすく、景気が悪いときは株価が下がりやすい傾向が

ある
わかったかな。




